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要　旨

第１章　サポートの互恵性と精神的健康の関連に関する研究の現状

　これまでのソーシャル・サポート研究の多くは、他者から受け取るサポートが心身の健康に対して

どのような役割を果たすのかについて検討を行ってきた(Barrera, 1986; Cohen & Wills, 1985)。一

方、近年では、ソーシャル・サポートが社会的相互作用を通じて交換される資源であるという観点か

ら、サポートの互恵性の効果に対しても注意が向けられるようになってきた(Buunk, Doosje, Jans,

& Hopstaken, 1993; Rook, 1987)。ここでいうサポートの互恵性とは、ある個人が他者から受け

取ったサポートと同じ程度のサポートを他者に返報することを意味している。先行研究の多くから

は、サポートの互恵性が高いほど、すなわち、受け取るサポートと与えるサポートが同程度であるほ

ど、心身の健康状態が良好であるということが示されてきた。

　Antonucci & Jackson (1990)は、サポートの交換や互恵性の評価が個人の特定の発達段階

(intraindividual development)と二者間の関係の特定の発達段階(interindividual development)に

よって決定されることを指摘している。前者は社会的関係に参加している個々人の発達段階を、後者

は社会的関係それ自体の発達段階をそれぞれ表している。例えば、若い母親と新生児の関係では、母

親は他者との社会的関係の長い歴史を持っているが、新生児はそうした先行経験を持っていない。す

なわち、両者はそれぞれが異なる発達段階で関係に参加していることになる。同時に、その関係は両

者にとって新しいものであるので、関係そのものは関係発達の初期段階にあるといえる。親子関係を

対象にした幾つかの実証的研究からは、これら２つの要因が親子間のサポートの交換や互恵性の評価

に対して影響を与えることが見いだされている(e.g., Levitt, Guacci, & Weber, 1992)。
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第４章　サポートの互恵性に対する個人間発達の影響

　上述した２つの研究から、個人内発達が友人とのサポート授受や互恵性の評価に影響を与えること

が示された。第４章では、もう一つの重要な要因である個人間発達に注目し、友人関係自体の発達段

階によって、サポートの互恵性と精神的健康の関連がどのように変化するかについて検討を行った。

調査対象者は小学６年生126名、高校１年生449名であった。彼らは無気力や抑うつなどのストレ

ス反応および友人関係におけるサポート授受を測定する尺度に回答した。調査は１学期と３学期の２

度に渡って実施された。分析の結果、小学生においては、いずれの時点におてもサポートの互恵性が

ストレス反応の程度と有意な関連を持っていなかった。一方、高校生においては、１学期の時点では

両者の間に有意な関連が認められなかったが、３学期の時点では有意な関連が認められた。すなわ

ち、高校生において、友人との関係が短いときよりも長いときに、互恵的なサポート授受がストレス

反応を低下させていた。これらの結果は、個人内の発達段階すなわち個人内発達だけでなく、関係自

体の発達段階すなわち個人間発達もサポートの互恵性評価に影響を与えることを示している。

第５章　サポート授受の規定因に対する個人間発達の影響

　第４章の研究結果から、個人間発達が友人とのサポートの互恵性評価に影響を与えることが示され

た。そこで、第５章では、友人とのサポート授受を規定する要因が個人間発達によってどのように変

化するかを検討した。サポート授受を規定する要因には、一般的サポート認知と関係特殊的サポート

認知の二つを取り上げた。前者は、主に、幼少期の養育者との関係を通して形成される対人関係全般

のサポーティブ性に関する認知であり、後者は、親子関係以外の対人関係における様々な経験を通し

て形成されるその関係独自のサポーティブ性に関する認知である。個人間の発達段階が進展するにつ

れて、すなわち友人関係が長くなるにつれてその相手との経験が増えることから、友人とのサポート

授受は一般的サポート認知よりも個別的サポート認知によって規定されるようになることが予測され

る。調査対象者は第４章の研究と同様であり、個人間発達の影響が認められた高校生のみを分析の対

象とした。結果は以下の通りであった。

　１学期では、友人とのサポート授受が一般的サポート認知によって直接的に規定されていると同時

に、関係特殊的サポート認知を経由して間接的に規定されていた。一方、３学期では、友人とのサ

ポート授受が一般的サポートからは直接的に規定されておらず、間接的に規定されているだけであっ

た。これらの結果は、個人内発達と同様に個人間発達が友人とのサポート授受を変化させることを示

唆するものである。こうしたサポート授受の変化が第４章の研究で見いだされた互恵性の評価、並び

に互恵性と精神的健康の関連の変化を生じさせていると考えられる。

第６章　総合考察

　以上４つの研究から、個人内発達および個人間発達が、友人関係におけるサポートの互恵性と精神

的健康との関連、並びにサポート授受の規定因に対して影響を与えていることが示された。すなわ

ち、友人関係におけるサポートの互恵性が精神的健康と関連を持つためには、まず第一に個人内の発

達段階が進展していること、次いで、友人関係自体の発達段階が進展していることが必要であること

が明らかとなった。これらの結果から、サポートの互恵性と精神的健康との関連を検討する場合に

は、個人内および個人間発達の２つの要因を考慮に入れることが重要であると言える。今後の課題と
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しては、例えば、サポートの交換規範に関する個人の認知などを取り上げることによって、個人内お

よび個人間発達がサポートの互恵性と精神的健康との関連に対して、どのような過程を通して影響を

与えるのかそのメカニズムに関してより詳細に検討する必要があろう。
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